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1 は じ め に
耐湿性のすぐれているヒエは,排水不良な圃場での栽培
が可能であり,転換作物として注目されているが ,飼料と
しての利用方法は,これまで青刈サイレージあるいは実取
り後の得利用が主であったため,ホ ールクロップサイレージ
としての栄養価等の調査はほとんどなされていなかった。
そこでこの試験では, ヒエをホールクロップサイレージとし
て利用する場合の収穫適期を明らかにするとともに,″吻

り処理が飼料価値の改善に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法
(1)収穫適期の検討 (試験 I)
ホールクロップサイレージ用としての ヒエの収穫適期を明
らかにするため,①穂ばらみ期 (3/24),② 乳熟期 (9/10),
③ 湖熟初期(9/16),④ 糊熟後期 (9/27),⑤ 完熱期 (10/5)
の各ステージごとに収穫し,サイレージを調製した。約40
日後,開封 し,飼料成分 ,消化率,発酵品質 ,噌好性及び
養分収量について調査した。消化試験は 1群 4頭の去勢め
ん羊による全糞採取法で行い,嗜好性試験はめん羊 5頭に
よるカフェテリヤ法で行った。

② 未消化子実の排泄割合 (試験 Ⅱ)
乳熟期及び糊熟期に収穫 した赤 ヒエのホールクロップサ
イレージを日本短角種の成牛 2頭に単味給与し,予備期 7
日,本期 7日 の全糞採取法で消化試験を実施した。未消化
子実の排泄割合は ,でんぶん法と水洗法の 2方法により調

査した。

0)苛性ソーダの添加効果 (試験皿)
飼料価値を改善する目的で,完熟期に収穫した赤 ヒエに
苛性ソーダを 4%添加 してサイレージを調製し,飼料価値
を測定した。消化試験はめん羊による全糞採取法で,嗜好
性試験は絶対採食法で実施した。

3 試験結果及び考察
(1)収穫適期の検討
収穫ステージ別サイレージの飼料成分組成を表 1に示し
た。登熟に伴って,水分並びに織維メ分であるOCW,
ADF,セ ルロースがそれぞれ低下した。■方,でんぶん
含量は登熟に伴い,逆に増加した。発鮮品質を表 2に示し
た。pH及び総窒素中のVBN(V01atile basic nitr―
Ogen)の割合は糊熟後期が最も低かった。発酵品質は ,
登熟に伴って向上する傾向があり,糊熟期以降のものでは
いずれも良好なサイレージが調製できた。消化率及び栄養
価を表 3に示 した。乾物消化率は穂ばらみ期から乳熟期に
かけて低下したが ,湖熟期には再び向上した。乳熟期にお
ける消化率の低下は,ADFや セルロースなどの構造性炭水
化物の消化率の低下に起因するものであり,湖熟期以降の
上昇は,でんぶん含量の増加に伴うものと考えられる。
TDN含量は糊熟後期が最も高く50,%であった。家畜の
晴好性は,糊熟期以降のものが ,穂ばらみ期 ,乳熟期に比
べて高く,前者の採食量は後者の約18倍 となった。なお,
TDN収量は糊熟後期が最も高かった (図 2)。
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表 2 ホールクロップサイレージの発酵品質
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未消化子実の排泄割合

未消化子実の排泄割合を表 4に示した。でんぶん法によ

る乳熟期の未消化子実の割合は12%に しかすぎなかった
が糊熟期には21%に増加 した。一方 ,水洗法による排泄率
は,でんぶん法に比べて常に低い値を示した。このことか
ら,未消化子実の排泄割合の調査法としてはでんぷん法が
適当と考えられた。
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図 1 ヒエホールクロップサイ
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図 2 ヒエホールクロップサイレージの
養分収量

橋本ら1)は ,ヒ ェを青刈サイレージとして利用する場合
の収穫適期は穂ばらみ期から乳熟期が望ましいとしている。
しかし,それと同時に,この時期のサイレージは,高水分
で発酵品質が劣ることも指摘 している。この点 ,以上に述
べた試験結果から総合的に判断すると,湖熟期に収穫する
ホールクロップサイレージ利用の方が ,未消化子実の排泄
割合が高まることを考慮してもなお有利であると思われる。

表 4の
未消荘f実排泄割合

サイレージ給与時

注 日本短角種による。
●)苛性ツーダ添加効果
試験結果を表 5に示した。飼料成分組成のうち,有機物 ,

粗ガ旨肪 ,ADF及びリグニン含量は苛性ソーダを添加するこ
とにより減少したが,他の成分には著しい変化がみられな
かった。乾物 ,有機物 ,セ ルロースの消化率は,苛性ソー
ダの添加により有意に高まったが,逆に粗蛋自質 ,粗脂肪
は低下した。また,栄養価の面では,苛性ソーダを添加す
ることにより,TDNが 500%か ら567%へ と約6%向上し,
飼料価値の改善効果が認められた。しかしながら,家畜の

嗜好性は逆に対照区の約%に低下した。これは,添加量が
多かったことによるもので, 4%以下の添加に抑えること
力浬 ましいと考えられる。苛性ソーダの添加により消化率

が高くなる理由の一つは,セルロースなどの重合度の高い

物質の分子結合が切断され ,可溶性の物質に変化すること
が関係 しているといわれており*,本試験でも同様の現象
によって消化率が向上 したと考えられる。
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なる符 には有意差あり。

4 ま  と  め
ヒエのホールクロップサイレージとしての調製和l用方法
を確立するため,収穫時期別の飼料価値 ,未消化子実の排
泄割合及びアルカリ処理の効果について検討した。TDN
含量及びTDN収量は,と もに糊熟後期に収穫 したものが最
も高かった。発酵品質 ,嗜好性の点でも,糊熟期以降のサ
イレージが良好な成績をあげた。登熟に伴って未消化子実
の排泄割合は増加するが ,発酵品質,養分収量等から総合
的に判断すれば,糊熟期がホールクロップサイレージとし
ての収穫期と考えられる。苛性ソーダを添加することによ
り,TDN含量の向上がみられた反面,嗜好性力抵 下した。
この結果から,苛性ソーダの添加量は 4%以下に抑えるこ
とが望ましいと考えられた。
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